
 
 

 
 

秋の自然物を使った遊びを見付けることができる。 
 

 

 

➀対話的な学習活動を活発に行うための工夫 

・ペア対話（ベンチトーク） 

椅子を隣同士に近づけ各々の活動の様子を自由に話していく。話型は定めず、

今伝えたいことを軸として、その都度変化していく話題を自由に話すことができる。 

・教室の環境構成 

どんぐりなどの材料置場、道具コーナー、割り箸、紙コップなどの材料コーナーを

設置する。必要なものをすぐに取ることができ、作業スペースを広く活用できる場を

設定する。 

②意見交流を活発にするための工夫 

・聞き方モデルの提示   頷く、最後まで静かに聞く、気持ちを伝えるなどのリアクシ

ョン方法を提示し、受容的な雰囲気で活動を行う。 

・話型の活用          発表の場では、話型を用いてどの児童も自分の意見を発

表できるようにする。 

③思考を働かせるための発問の工夫 

  〈理由付け〉考えや意見の根拠を明示する。  

 〈比較〉視点を設定して、複数の事象、情報の共通点や相違点を明らかにする。 

  〈分類〉視点を設定して、複数の事象、情報の共通点をグループ分けする。 
 

研究主題に迫る手立て 

 

 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

ワークシートの話型を、穴埋め形式で作

成したことで、クラスの子供たち全員が自

分の考えを自信をもち伝えることができ

た。また、話し手が安心して発表できるよ

うに聞き手は「リアクション」や「拍手」

をするなど、話しやすい環境設定も有効だ

った。 

 「おもちゃランド」を計画する中で、子供

たちが「あきのたからものを使って」という

意識を一層高めることで、子供たち自身が、

秋の自然物を宝物として捉えることに繋が

る。そのため「どんぐり」や「まつぼっくり」

に直接触れる中で色々なところに気付き、宝

物としての良さを感じ取れるようになる。 

秋の自然物や道具などを、教室の中心に設

置したことで、子供たちが自由に触ることが

でき、発想を広げることに繋がった。また、

自分の席にもっていき、葉や画用紙、どんぐ

りなどを実際に操作して作ることで、どんな

材料や道具が必要かを考えやすくなった。 

対話的な活動を通して子供たちがどんな変容があっ

たのか分かりにくかった。「自分のものを作りたい。」と

いう思いが強く、友達の発表を聞くことの必要性を持

ち切れなかった場面もあった。実際に作ってから発表

会を行ったほうが、対話が活発になるのではないか。ま

た、作ったものを発表するときに、アドバイスが出てく

るのではないか。 

 

 

 


